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教師の「ことば」 
土岐市教育研究所長   三 宅 裕 一  

 

いつもの年のスタートであれば、「満開の桜の

もと、小・中学校の入学式に参列し、・・・」の書

き出しでこの巻頭言も始めたと思いますが、今年

に限ってはそうはいきませんでした。子どもたち

と担任の先生は、始業式・入学式で顔を会わせた

のみ、落ち着いて学年・学級開きもできていませ

ん。一日も早く、子どもたちとの再会を果たし、

そして「仲間づくり」「集団づくり」ができる日々

に戻ってほしいものです。 

さて、私たち教師の仕事には、いろいろな技術

が求められます。「ことば」もその一つです。私た

ちは日頃から時間を見つけて、一人でも多くの子

どもたちと話す時間をつくろうとします。そんな

思いが実を結んだときは、とても嬉しい気持ちに

なります。 

学校には花壇があり、草花を育てることを通し

て、子どもたちが多くのことを学んでくれること

を期待しています。教育評論家の家本芳郎さんが

花壇でのこんな事例を紹介しています。 

 ある学校で、雨降りの日に傘をさして、花壇に

水をやっている子どもがいました。先生は、傘を

さしてせっせと水をやる子どもに近づいて、聞い

てみました。「雨が降っているのに、どうして水や

りをしているの？」すると、その子は、「だって先

生、雨の水より水道の水の方がきれいなんだもの。

きっと、きれいな花が咲くよ」と答えたそうです。 

 私たち大人（教師）の考え方や目線で子どもた

ちと接していく姿勢について、一石を投じる話材

です。何気ない子どもたちの行動を見たとき、私

たちはそれらを大人の常識や社会の常識、学校の

常識、教師としての眼で見て、子どもたちを理解

したつもりになってはいけないということです。

この事例一つとってみても、子どもたちに対する

接し方によって、本物の「感性」が育っていくチ

ャンスがあるということです。私たち教師は、「こ

とば」を含めた指導を学ぶ必要があるのではない

でしょうか。
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わからないことへの不安
～学校教育への信頼と期待～

土岐市教育長 山田 恭正

個人的なことですが、以前から不自然な動悸

があり、昨年末の人間ドックで「不整脈」との

診断を受けました。県病院を紹介いただき、も

のすごい不安を抱えながら、精密検査と診察を

受けました。その結果、手術を受けて根治する

ことを勧められました。改めて説明を受けるこ

とと予約待ちで手術日が３ヶ月先ということま

で決まりました。次の診察日は２ヶ月先、それ

までが不安で不安でたまらないこと。「不安」の

要因は、「どんな手術なのか」「どのぐらい入院

するのか」など、「わからないことへの不安」が

ずいぶん重圧になりました。

最高潮の「不安」を抱えて２ヶ月後の診察日

を迎えました。担当医からの説明は、次のよう

でした。

①原因、手術の必要性や内容、方法、術後など

順序立てた説明

②質問に対する専門言葉を使わない説明

③画像や模型を使った説明

④術後の改善に対する期待感がもてる説明

⑤患者（私自身）の心情を思いやった説明

形式的な承認や了解を求める内容もありました

が、担当医の誠実さが伝わってきて、「この先生

なら信頼して任せられる」という思いが、「わか

らないことへの不安」をかなり取り除いてくれ

ました。

さて、今回の新型コロナウィルスの対応の中

で、「臨時休業の度重なる延長」それに伴う「学

習の保障」、「児童生徒の心的な不安」等々、「わ

からないことの不安」が、私たちに突然、山の

ように襲いかかってきました。

いよいよ６月１日から学校の再開です。先の

話からしますと、保護者（児童生徒）はまさし

く患者の立場です。そして、学校の再開は手術、

担当医は先生方一人一人になります。

さて、どんな説明責任を果たしていくことが

「わからないことへの不安」を解消することに

なるのでしょう。先の担当医の説明に沿って考

えてみました。

①学校再開の予定、その後の見通しを時系列

で説明すること

②「どんな質問にも答えます！」という体制

（方法）や誠意を示すこと

③学校が再開することに大きな期待感をもっ

てもらうこと

④学年や家庭の状況等に応じたきめ細かな

説明の内容や方法を講じること

⑤上記の事柄について、平易でだれでもわか

る文書を作成し、もれなく渡ること

教育関係者は、なんとなくイメージできて説

明しなくてもよいことでも、保護者（児童生徒）

は、想像以上の不安を抱いています。しかも、

「分散登校」「学習保障の問題」「夏休みの取り

扱い」等々、今までに経験したことのないこと

が次から次へと通知されていきます。

もう一度、保護者（児童生徒）の立場に戻り、

何をこそ、どんな内容でそしてどんな方法で説

明することが必要なのか、学校全体で確かめ合

ってほしいと思います。

「わからないことへの不安」、学校の再開後も

続きます。是非、誠意と愛情をもって精一杯対

応していただくことを期待しています。そして、

「学校に任せておけば大丈夫！」「この先生なら

信頼してついて行けばいい！」、そんな思いをも

ってもらえるように頑張りたいと思います。



１ はじめに 

毎年聞こえる、「４月の桜とともに希望のある一

年の始まり」という響きが本当にあたたかく、元

気のでるフレーズだったと改めて感じています。

そんな中ですが、私たちは児童生徒と出会い、こ

れまで以上に活気ある教室や運動場にする方法を

考え、具体化することには変わりありません。そ

して、これから始まる授業について、小学校では

改訂学習指導要領の実施にともない新しい教科書

での教材研究を進めたり、中学校ではこの一年の

移行期間を次にどうつなげるのか指導計画を見直

したり、感染予防対策と並行して進めなくてはな

らない課題も多々あります。 

 

２ 発想のチェンジ 

今回の臨時休業の措置は学校だけでなく、家庭、

地域等様々なところで大きな影響を及ぼしていま

す。しかし、こと学校の業務に目を向けると、マ

イナス要素ばかりではなく、これから学校で勤務

する者へのヒントを与えていてくれるとも受け止

められます。企業ではテレワークが勤務の形態の

一つになっているように、これまで、当たり前の

ようにして行ってきたことを見直すチャンスであ

ります。すでに、PTA総会の紙面決議や年度当初

の顔合わせの会議の中止、研修会にいたっても資

料配布による校内での代替え等今までなかった発

想で様々な事業が進んでいます。 

今の学校は「前年踏襲あと微調整」で進むこと

が多いです。このことは決して悪いことではなく、

繰り返す中で、より意味のある、内容の充実した

活動が展開できるようになります。また、計画や

準備にかかる時間も少なくてすみます。しかし、

今回私たちに求められているのは、過去の実績を

信頼しつつも、歴史上まれにみる事態にどう対応

するのか、また、新しい発想でこれからの学校を

どう進めていくのかを考え実行することではない

でしょうか。「先入観は罪、固定観念は悪」という

言葉がありますが、まさに今日の状況への教えだ

と思います。 

 

３ 土岐市校長会の方針 

土岐市校長会では本年度の運営テーマを上記の

ようにし、土岐市の小・中学校の教職員と力を合

わせて、令和の時代にふさわしい学校を創造し、

この難局を乗り切る強い決意をしました。そのた

めに、次の三つの大きな柱をもって、信念のある

活動計画にしています。 

 ①学校のリーダとして意識を高めあう組織的な

活動 

  ・三部会による研修、小・中部会による具体

的な取組の検討 

 ②教育委員会をはじめとする関係機関との連携 

・強固な連携ができる場の設定、協議 

 ③児童生徒が将来を生き抜く力を育てる教育活 

動や職場環境の展開 

・プログラミング教育、コミュニティスクー

ル等への取組とスピード感ある働き方改革 

    

４ 最後に －オール土岐市― 

 これまでにない状況でスタートした令和2年度

ですが、自然界をみれば、桜の花はきれいに咲き、

そして山々は緑色になり始めています。1年後も、

この光景に変わりはありません。私たちは、今あ

る状況を冷静にみて、最善の方策を考え実行する

ことが、第2次土岐市教育基本振興計画にある「未

来社会を切り拓いていく資質・能力を育成する」

ことにつながると考えます。そのベースとなる教

職員の皆さんにはそれぞれの立場で力を発揮い

ただき、土岐市の子どもたちが笑顔での学校生活

を送れることを願っています。 

令和２年度土岐市校長会から 

豊かな発想力と柔軟な対応力のある校長会 
土岐市小・中学校校長会 会長 本多 直也 

 

校長会 

 



 

浅野教室をどう使っていただくか 

    －よりよく適応できる通所生を目指して－ 
土岐市教育相談適応指導教室  室長  齋 木 孝 明  

 
復帰を果たした中３生 
昨年度末，浅野教室を利用していた中学生が

高等学校へ巣立っていきました。 

 浅野教室の使い方はいろいろでした。 

 生活のリズムを整える意味で，曜日を決めて

通所をしたり、通所をする中で思うところがあ

って学校へ再び戻れたりもしました。また、あ

るときは、無理せず来られる時だけ通所した時

期もありました。 

振り返れば、一つできたらすぐ次のステップ

へと駆け足で上位の目標を目指すのではなく、

着実に息長く自分のペースで歩めていました。  

その結果、高等学校への進学を果たすことが

でき、本当によかったと思います。 

いずれも、学校が本人とつながり続け、また

浅野教室ともつながり続けることができたの

がよかったのだと思っています。 

 浅野の使い方が肝 

浅野教室では，その子に応じた浅野の使い方

を，通所に至る初期段階に，保護者・本人・学

校・浅野教室で共有します。通所期間中も懇談

を適宜行い，成長を見守っていきます。無理せ

ずその子の育ちに沿いながら，よい変化を見逃

さずに喜び合い、かかわっていきます。上述し

た中３生も，このようにかかわることができた

ことがよかったのかもしれません。 

 令和２年度がスタートしました。 

もし，児童生徒が学校への行きづらさを強く

感じるようになり，学校が他機関との連携を考

えねばならない状況になったときに，浅野教室

がその候補にならないかご検討をいただけると

ありがたいです。 

さて，浅野教室では、上述の適応指導や教育

相談の他に、次のような取組もしています。是

非ご活用ください。 

カウンセリング 

（１） 個別カウンセリング 

  校区ごとに配置されているスクールカウン

セラー（ＳＣ）さんが，予約が詰まっていて希

望したようにカウンセリングが受けられない，

あるいは緊急性がある場合は，浅野教室にもカ

ウンセラー（ＡＣ）がいます。是非ご活用くだ

さい。その際は，各学校の浅野教室窓口の先生

を通して，管理職の先生にご相談の上，事前に

一報をお願いします。 

 

 

 

（２） グループカウンセリング 

毎月第３木曜日の午後には、お子さんの不登

校で悩んでみえる保護者の方々を対象に、グル

ープカウンセリングを行っています。同じ悩み

をもつ親さんどうしでお子さんの様子を交流

し合い、お互いのかかわり方から学び合ったり

共有したりする中で、悩みを低減したり乗り越

えていったりするきっかっけをつくっていた

だければという願いからです。行き詰まった時

やグループカウンセリングの出口では、ＡＣが

助け舟を出してくれます。「他の親さんはどう

やってわが子の不登校に対応してみえるの

か。」という思いを抱いてみえる保護者さんや、

「この保護者さんは同じような悩みがおあり

の方と交流されると道が拓けそう。」と先生方

が思われたら、ぜひ浅野へお問い合わせを。 

今年度も、浅野教室をどうぞよろしくお願い

します。 

毎週木曜日（第３木曜の午後を除く） 

 １０時～１５時 



主に教育研究所が行う

土岐市教員研修の全体構想

教科指導力の向上 

学級経営力の向上 

サマーセミナー 
（課題に応じた希望参加） 

 ○救命救急研修 

 ○外国人児童生徒への指導、DLA研修 

 ○発達障がいへの理解、対応研修 

 ○技能教科指導力向上研修       

 ○造形遊び研修    等 

基本方針 研修の重点  教職員としての魅力や実践的指導力を高める 

 研修の充実 

① ミドルリーダーの育成を図る研修の充実 

② 経験・職務に応じた研修の充実 

③ 今日的課題に対応する研修の充実  

学力向上推進委員会 

（企画委員会） 

ミドルリーダー育成（管理職養成） 

職務に応じた研修 

 
 
 

○生徒指導主事研修会 

  年１０回程度実施 

いじめ・不登校対応 

生徒指導 
 
 

 

○養護教諭研修会 年８回 

○保健主事研修会 年１回 
「あすの子どもを育てるために」発行 

○メンタルヘルス研修 

○エピペン研修 

メンタルヘルス 

アレルギー対応 

養護教諭 保健主事 

 
 
 
○人権主任研修会 

   年１回実施 

 「人権教育推進のあゆみ」 

 発行 

人権教育の推進 

人権主任 

 
 
 
 
 

○情報研修会 

  年１回実施 

ＩＣＴ機器活用 

情報モラル 

情報担当 
 
 
 

○図書主任研修会 

   年１回実施 

・市図書館との連携 

図書館教育の充実 

図書主任 
 
 
 
○特活主任研修会 

    年１回実施 

   

キャリア教育 

特活主任 進路主事 
 
 
 
 

○道徳教育推進教師研修会 

   年１回実施 

特別の教科道徳 

道徳教育推進教師 
 
 
 

 

 

○英語教育推進教師研修会 

        年３回実施 

小学校英語教育 

英語教育推進教師 

 
 
 
 

○特別支援連携会議 

○特支コーディネーター研修

通常学級における特別

支援教育 

特支コーディネーター 

 
 
 

○食育推進研修会 

    年２回実施 

 ・栄養教諭との連携 

食育 

食育推進教師 
 
 
 

○肥田小学校を中心とした 

 研修 

外国人児童生徒への指導力

外国人児童生徒担当 

 
 
 

○教務主任研修会 年５回 

○教育課程研 年２回 
 

カリキュラムマネジメント 

教務主任 

 
 
 

○ＳＳＮ教育相談研修会の 

  実施 

教育相談体制の充実 

教育相談担当 

校種間の連携 

市教研 

校
長
会 

若手教員育成 

 

○市初任者研修 

 年２回終日 

初任者 
 

○教育実践論文研修 
 

３校目までの教員 

学級経営研修 

カリキュラムマネジメント研修 

総合的学習の時間の充実 

企業研修 

（講師研修） 
管理職

育成へ 

○実践論文や教材教具作品などの作成、出品 

○科学作品、社会科作品など子供の作品を出品 

教職員パワーアップ研修 
（担当者、関係者悉皆＋希望者） 

○カリキュラムマネジメント研修 
○小学校英語教育研修 
 

○道徳教育研修 

○実践論文研修 
 

  児童生徒パワーアップ研修 

  （希望児童生徒＋保護者） 

  ○科学作品パワーアップ講座 

  ○社会科作品パワーアップ講座 

  ○苦手克服講座（算数） 

  ○読書感想文講座（市図書館） 

  ○子ども運動チャレンジ教室 

感性や創造力を発揮して自分の考えを広

げたり深めたりする協働的な学びの実現 

子どもたちが主体的に取り組む学習指

導の確立（魅力ある教材と学び方指導） 

「やってみたい」を引き出し、「できた」 
「わかった」と実感できる授業の実現 

教務主任研修会で実施 

 
 
 

○事務職員研修会 

  年１０回程度実施 

事務職員 

学校運営の円滑化 

各小学校に専任講師派遣 
年５回程度 新教材に対応した研修 

駄知中の実践から学ぶ（兼サマーセミナー） 

実践論文に取り組む若手教員 

（兼サマーセミナー） 

教育長訪問時での研修 



 

 

 

 

                         

 

 昨年の運動会のことです。運動会は競技と応援、

共に赤団の W優勝に終わりました。閉会式後、児

童席で赤団、白団、それぞれで応援団を中心に解

団式が行われました。勝利に喜ぶ赤団、涙をこら

えながら、団の仲間に感謝をする白団。両団とも

応援団中心に締めくくりに「ゴーゴーゴー」を歌

ったのですが、先に歌い終えた赤団が負けた白団

を静かに見つめる姿がありました。 

その後の片付けが終わりかけた時、ちょうど近

くにいた赤の応援団のある児童に「優勝おめでと

う。」と声をかけました。いつもの元気な彼なら満

面の笑みで「やったあ」と返してくると思ったの

ですが、意外にも「うん」といいつつ「何かもや

もやする」と言ったのです。 

 競技・応援と完全勝利だったのに、負けて悔し

くて泣いている白団を見て、喜びを全開できなか 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

ったあたりの表現だっただろうと思うのです。敗

者の気持ちに思いを寄せ、うれしいけれど、自分

はこの場でどう振る舞ったらいいか、ちょっと困

っているようにも見えました。 

これこそが「豊かな経験」なのだろうと思いま

した。本や教師の話ではなく、実際に体験するこ

とでしか学べないことで、これを積み重ねること

で子ども達は成長するのだなあと改めて思います。   

学校で子ども達といると、こうした瞬間に立ち

会えることがあります。これこそが教師をさせて

もらっている醍醐味であり、その感動をくれる子

ども達に感謝しながら、毎日、過ごしていきたい

と思っています。一日も早く、コロナウィルスが

終息し、学校に子ども達の声が戻ることを願うば

かりです。 

 

 

  

 

 

 

 

駄知小学校 校長 小木曽 寛美 

「心にひびく言葉」 

「何か、もやもやする。」 

 

 

 

 

 

た一言 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

                        

掲 示 板 
本年度もよろしくお願いします 

 

【教育研究所】〈前列左より〉          

主  任  加藤  望 

所  長  三宅 裕一（教育次長） 

指導主事  西尾  新 

       〈後列左より〉 

指導主事  保母 征之（教育総務課管理主事） 

嘱託指導主事 安藤  篤 

事務職員  伊藤 のり子 

              【ＡＬＴ】 

              〈左より〉                  

               マデリン               【浅野教室】 

                  アルマン            〈左より〉 

               ウイリアム               室長 

                   スワン              齋木 孝明 

               ローガン                相談員 

                 マッカーシー             加藤 千穂 

                 

 

 




